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１．研究計画の概要 

本研究は予防支援が必要な在宅虚弱高

齢者のスクリーニング方法を検討し、予防

訪問プログラムの開発と評価を行うこと

を目的としている。 
１）スクリーニング方法の検討 
①介護認定をうけていない独居高齢者を

対象にある地域で悉皆調査を実施し、介

護予防事業対象者把握における基本チ

ェックリストと地域看護職の判断との

内容を比較する。 
②要支援と認定された在宅虚弱高齢者の

うち、介護保険サービス利用者と未利用

者の身体・心理・社会的特徴を検討する。 
２）予防訪問プログラムの開発と評価 

在宅虚弱高齢者のための予防訪問プロ

グラムを開発し、無作為化比較試験により、

予防訪問プログラムについて、高齢者の身

体心理社会的側面から評価を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
１）スクリーニング方法の検討 
①介護予防事業対象者把握における基本

チェックリストと地域看護職の判断 
平成 18 年度に介護認定を受けていない

A 町全独居高齢者 677 人に郵送調査を行い、

返送のあった 501 人のうち、非独居者、交

通機関を使って外出が可能な者を除外し

た 110 人に対して看護職による訪問面接を

実施した。その結果、予防支援が必要な高

齢者は看護職の判断による者は 33 人

（40.7%）、基本チェックリストによる者は

12 人（15.2%）であり、両者のカッパ係数

は 0.17 であり、その一致率は低かった。 
以上より、予防支援が必要な対象者を把

握する際に、基本チェックリストでは対象

者を見逃す可能性が示され、看護職等の判

断が重要であることが明らかになった。 
②介護保険サービス未利用の要支援高齢

者の特性 
平成 19 年度には、B 市の全要支援高齢

者 527 人のうち、過去３か月間継続してサ

ービスを利用している者 293 人、サービス

未利用者 187 人を対象として、身体心理社

会的特性について、郵送調査を実施した。

その結果、サービス利用者は、未利用者に

比べて、独居高齢者が多く（p=.0006）、交

通機関を使って外出する者が少なかった

（p=.044）。また、サービス未利用者は「介

護保険サービスを受けたいと思い、介護認

定を受けた者」が 47.4％占めていた。 
以上より、サービスを利用している要支

援者は、その社会関係が希薄になりやすい

特徴があると考えられた一方、サービス未

利用者の約半数は申請時にはサービスを

受けたいと考えていたことが示され、現行

の介護保険サービスでは対象者のニーズ

に合っていない可能性が示された。 
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２）予防訪問プログラムの開発と評価 
既存の文献と数例の事例から予防訪問

プログラムを作成し、それに基づき、予防

訪問を２年間提供し、身体心理社会的効果

について評価を行う予定である。 
調査地域は大阪府下A町（人口18861人）、

B市（同66092人）、C市（同78560人）であ

る。これらの地域に住む介護保険サービス

を過去３か月間利用していない要支援高

齢者323人（女性73.4%、平均79.9才SD6.5
）を対象に訪問群を161人、対照群を162人
として、無作為に割り付けを行った。平成

19年度から、訪問群の高齢者に対しては、

地域包括支援センターの看護職等により、

原則として６か月に１回、予防訪問プログ

ラムを実施している。なお、対照群の高齢

者に対しては、各市町村における通常の地

域・在宅ケアを提供している。 
平成20年度は、介入１年後の高齢者の身

体心理社会的効果を評価するために対象

者323人に郵送調査を実施した。平成21年
度も引き続き、予防訪問を提供し、２年後

の効果を評価する予定である。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）当初の予定どおり、ほぼ順調に研

究が進行してきている。調査地である市町

村および保健センターや地域包括支援セ

ンター等とも連携を十分に図っており、予

防訪問の実施状況も順調である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後、当初の計画どおり、引き続き、研

究を推進する予定である。また、本研究結

果から示された結果をもとに、地域看護実

践への還元方法を検討したいと考える。 
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